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平成28年度施政方針の概要
まちの新年度予算
隠岐の島町の新組織と職員一覧

平成28年度施政方針の概要
まちの新年度予算
隠岐の島町の新組織と職員一覧

　布施地区の大山神社で、隔年で開催さ」れる県指定無形
民俗文化財の「布施の山祭り」が行われました。
　大榊を担いで集落を練り歩く「榊まくり」では、４人の若者が
入った大榊を、地域の人が見守る中、転がしました。
（詳しくは、広報隠岐の島６月号に掲載予定。）

布施の山祭り（榊まくり）        ４月２日（布施地内）
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新たな
まちづくりを推進
新たな
まちづくりを推進

平成２８度施政方針の概要をご紹介します平成２８度施政方針の概要をご紹介します

　平成２８年１回隠岐の島町議会定例会が、３月７日から開かれ、
松田町長が、町政運営についての基本方針を明らかにしました。
　ここでは、今年度、様々な課題にどのように取り組んでいくのかを
示した、平成２８年度施政方針の概要についてご紹介します。
　なお、全文は、役場本庁議会事務局や役場ホームページでご覧
になれます。

　

平
成
27
年
度
に
、将
来
に
わ
た
り
隠
岐

の
島
町
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
と
な

る「
隠
岐
の
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の

「
総
合
戦
略
」は
、人
口
減
少
や
高
齢
化
が

顕
著
で
あ
る
わ
が
町
が
、ど
の
よ
う
な
施

策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。新
年
度
は
、そ
の
第
一
歩
の
年
と
な

り
ま
す
。、町
民
の
皆
様
方
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、今
何
を
す
べ
き
か
を
絶
え
ず

考
え
、新
た
な「
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
、全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

新
年
度
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

総
合
振
興
計
画
の
３
つ
の
基
本
目
標
に

沿
って
説
明
し
ま
す
。

◎
社
会
教
育
に
つ
い
て

　

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
遺

産
等
を
有
効
に
活
用
し
、心
豊
か
な
人
材

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、数
多
く
の
文
化
財
を
適
切
に
保

護
し
、教
育
・
学
術
資
源
と
し
て
文
化
の

振
興
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
積
極
的
に

活
用
し
ま
す
。

観
光
を
機
軸
に
交
流
・
産
業
を
創

出
す
る
ま
ち

◎
観
光
振
興
に
つ
い
て

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
の
効
果
の
表

れ
と
し
て
、外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て

い
ま
す
。今
後
も「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

活
動
が
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

認
定
さ
れ
た
こ
と
を
追
い
風
に
、ユ
ネ

ス
コ
の
理
念
に
基
づ
い
た
活
動
を
推
進

し
、さ
ら
な
る
観

光
客
の
入
込
客

数
の
増
加
を
目

指
し
ま
す
。

つ
く
よ
う
、学
校
、家
庭
と
連
携
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方

新
年
度
の
主
な
取
り
組
み

基
本
的
な
考
え
方

島
を
リ
ー
ド
す
る
隠
岐
び
と
が
育

つ
ま
ち

◎「
隠
岐
び
と
」の
育
成
に
つ
い
て

　

心
身
と
も
に
健
全
で
、未
来
を
切
り
開

く
勇
気
と
行
動
力
の
あ
る
人
材
を
育
て

続
け
る
こ
と
を
基
本
に
、ふ
る
さ
と
隠
岐

を
愛
し
、誇
り
に
思
う「
隠
岐
び
と
」の

心
を
育
て
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き

る
多
彩
な
人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。

◎
学
校
教
育
に
つ
い
て

　

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育

を
展
開
し
、こ
れ
か
ら
の
未
来
を
拓
く

子
ど
も
た
ち
が
、健
や
か
に
た
く
ま
し
く

生
き
抜
く
た
め
の「
生
き
る
力
」が
身
に

新
年
度
の
主
な
取
り
組
み

新
年
度
の
主
な
取
り
組
み
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ま
た
、町
の
観
光
振
興
の
道
し
る
べ
と

な
る「
第
２
次
隠
岐
の
島
町
観
光
振
興
計

画
」を
策
定
し
、計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実

施
と
、推
進
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、き
め
細
か
な
情
報
提
供
の
た

め
の
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）環
境
の

整
備
な
ど
、観
光
関
連
施
設
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

◎
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

豊
な
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
農

林
水
産
物
を
商
品
化
す
る
取
り
組
み
を

継
続
し
、６
次
産
業
化
や
地
産
地
消
の
推

進
、バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
有
効
活
用
な
ど

「
島
内
で
の
経
済
循
環
を
高
め
る
取
り

組
み
」を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
所
得
の
向
上

や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◎
都
市
交
流
と
国
際
交
流
に
つ
い
て

　

大
阪
府
豊
中
市
と
の
交
流
を
中
心
に
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術

を
通
し
た
市
民
間
の
交
流
を
推
進
し
ま

す
。ま
た
、中
京
圏
、首
都
圏
の
各
都
市

に
積
極
的
に
働
き
か
け
、さ
ら
な
る
相
互

交
流
に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、相
撲
を
通
し

て
交
流
し
て
い
る
、ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国

の
ク
ロ
ト
シ
ン
市
と
の
友
好
都
市
協
定

締
結
を
計
画
し
て
お
り
、隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
世
界
へ
情
報
発
信
す

る
き
っ
か
け
と
し
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
る
や
さ
し
い
福
祉

の
ま
ち

◎
地
域
医
療
に
つ
い
て

　

医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
な
ど
が
切
れ

目
な
く
提
供
で
き
る
体
制
の
構
築
を
図

る
と
と
も
に
、引
き
続
き
、医
師
招
へ
い

や
医
療
従
事
者
の
人
材
育
成
と
そ
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

診
療
所
運
営
に
つ
い
て
は
、町
民
の
皆

さ
ま
の「
か
か
り
つ
け
医
」と
し
て
の
役

割
を
担
う
と
と
も
に
、予
防
医
療
に
努

め
、健
康
で
安
全
、安
心
な
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
、町
立
診
療
所
と
し
て
の
体
制

を
維
持
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

◎
地
域
福
祉
に
つ
い
て

　

関
係
団
体
と
協
力
し
、地
域
の
実
態
や

課
題
に
即
し
、障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢

者
、生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
な
ど
、き
め

細
や
か
な
対
応
に
よ
る
、総
合
的
な
地
域

福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

出
生
数
の
維
持
や
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、幼
児
期
の
学
校
教
育
・

保
育
、地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、保
育
料
の
負
担
軽
減
化
と
、新

た
な
子
育
て
支
援
施
策
の
調
査
・
検
討
を

進
め
ま
す
。

◎
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

地
方
が
自
ら
の
責
任
と
判
断
で
地
域

経
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。将

来
に
わ
た
り
、隠
岐
の
島
町
を
存
続
さ

せ
る
た
め
、第
３
次
の
行
財
政
改
革
大
綱

に
基
づ
く
、行
政
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
化

及
び
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◎
役
場
庁
舎
に
つ
い
て

　

担
当
部
署
を
設
置
し
、町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
伺
う
中
で
、最
終
決
定
し
ま
す
。

行
財
政
運
営

行
財
政
運
営

　

久
見
地
区
に
、竹
島
の
調
査
、研
究
の
拠

点
と
な
る
竹
島
資
料
収
集
施
設
を
開
設

し
、新
た
な
事
業
展
開
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

国
や
関
係
機
関
に
対
し
て
は
、引
き
続

き
、竹
島
漁
撈
歴
史
記
念
館（
仮
称
）の

建
設
や
隠
岐
島
周
辺
の
海
域
の
保
安
体

制
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
強
く
訴

え
ま
す
。

竹
島
領
土
権
確
立
へ
の
取
り
組
み

竹
島
領
土
権
確
立
へ
の
取
り
組
み

◎
生
活
バ
ス
路
線
に
つ
い
て

　

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
弱
者
に

と
っ
て
、大
切
な
公
共
交
通
で
あ
る
こ
と
を

念
頭
に
置
き
、よ
り
良
い
交
通
体
系
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
隠
岐
航
路
に
つ
い
て

　

町
民
を
対
象
と
し
た
支
援
事
業
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、今
後
も
国
・
県
へ
の
要

望
活
動
を
強
化
し
、さ
ら
な
る
低
廉
化
対

策
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、本
土
側
の
寄
港
地
１
港
化
に
つ
い

て
も
、住
民
の
意
識
調
査
を
は
じ
め
、関
係

団
体
と
協
力
し
、引
き
続
き
議
論
を
進
め

ま
す
。

◎
隠
岐
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　

島
根
県
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、「
隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

空
港
」を
全
国
に
広
め
る
た
め
の
活
動
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、出
雲
便
、大
阪
便

及
び
夏
季
ジ
ェッ
ト
便
の
維
持
、並
び
に

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
企
画
の
支
援
に
よ

り
、さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。



まち 新年度予算の

【地方交付税】 所得税、法人税、酒税などの国税から地方へ配分さ
                  れる税　
【国県支出金】 国県からの特定事業のための補助金
【町　債】 町の借金のことで、大規模な事業を行うため国などから借
            入れたお金
【譲与税及び交付金】 国税として徴収され、そのまま地方へ配分さ
                            れる税
【使用料及び手数料】 町の施設の使用料や証明手数料などによる
                            収入
【繰　入　金】 基金（貯金）などから一般会計に繰り入れた額　
【分担金及び負担金】 保育所の保育料、老人ホーム入所措置負担
                            金など　

歳
入
の
用
語
解
説

歳
出
の
用
語
解
説

　平成２８年度の隠岐の島町の予算が３月
定例議会で承認されました。
　行財政改革を推進し、経費支出の効率化
を図るとともに、将来の財政負担に備えな
がらも、”まち”の経済対策、”まち”の活性化
を視野に入れた事業も取り入れ、歳入・歳出
のバランスを考慮した予算となっています。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
歳
入
歳
出
予
算

一般会計 155億9,000万円
66億3,945万円
23億2,290万円
21億7,200万円
7億660万円

5億6,075万円
12億6,735万円水道事業計

診療所計

3億8,410円
4,570万円

4億2,980万円
3億7,950万円
4,380万円
2,350万円
60万円

222億2,945万円合　　　　計

会　　計　　名 平成28年度当初予算 平成27年度当初予算 増減額 前年度比

145億7,000万円 10億2,000万円
8億2,534万円
▲1,550万円
6億3,240万円
1億3,140万円
3,604万円

1億6,744万円
▲1,270万円
▲290万円

▲1,560万円
3,390万円
2,400万円
▲140万円
10万円

18億4,534万円

7.0％
14.2％
▲0.7％
41.1％
22.8％
6.9％
15.2％
▲3.2％
▲6.0％
▲3.5％
9.8％

121.2％
▲5.6％
20.0％
9.1％

58億1,411万円
23億3,840万円
15億3,960万円
5億7,520万円
5億2,471万円

10億9,991万円
3億9,680万円
4,860万円

4億4,540万円
3億4,560万円
1,980万円
2,490万円
50万円

203億8,411万円

特別会計及び企業会計
国民健康保険事業勘定
下水道事業

後期高齢者医療保険事業
駐車場事業
訪問看護事業
中財産区

簡易水道事業

国民健康保険施設勘定（中村・五箇・都万診療所）
へき地診療所事業（布施・五箇）

上水道事業

155億9 ,000万円
（特別会計及び企業会計予算：６６億３，９４５万円）

（前年度比７．０％増）

平成２８年度一般会計予算総額　

　本年度一般会計予算額は、公共事業と社会保障
費の大幅な増額と「地方創生の実現を目指す事業」の
実施により、前年度より10億2,000万円増加し、155億
9,000万円となります。
　また、町村合併以降、減少傾向にあった人件費はほ
ぼ横ばいで推移し、近年、下げ止まり傾向にあった公債
費は減額に転じます。

公債費
28億8千万円

補助費
23億3千万円

投資的経費
28億8千万円

人件費
21億6千万円

歳出
（性質別）

歳入

扶助費 18億2千万円

町税 14億2千万円

繰入金 2億9千万円 分担金及び負担金
2億7千万円

譲与税及び交付金
3億6千万円

使用料及び手数料
2億9千万円

その他 3億5千万円

繰出金 13億9千円

維持補修費 1億2千万円 貸付金 1億円 その他 9千万円
（積立金・出資金・予備費）

地方交付税
74億4千万円

町債
24億5千万円

国県支出金
27億2千万円

【公債費】 町の借金の返済費用　
【投資的経費】 普通建設・災害復旧事業費など、支出の効果が将
　　　　　　来に残る事業
【補助費】 各種団体への補助金や負担金　　
【人件費】 特別職や一般職員、議会議員などの給料　　
【扶助費】 障がい者や児童に対する手当や生活保護費など　
【物件費】 臨時職員の賃金や事務用品、光熱水費など　
【繰出金】 一般会計から下水道などの特別会計へ支出する赤字補
　　　　てん経費など

内　
　

訳

水　

道

診
療
所

一 般 会 計 の 概 要
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物件費 18億2千円



新しい人の流れをつくる　　5,754万円

　平成28年度一般会計歳出予算総額１５５億９
千万円について、主な事業などを目的別にご紹介
します。

お金の使い道
まちの

民生費
34億4千円

公債費
28億8千万円

総務費
21億1千円

土木費 19億円5千万円

その他 1億4千円

議会費 1億円

商工費 4億5千万円

災害復旧費 1億8千万円

消防費 4億8千万円

衛生費 15億8千万円

教育費 12億円

農林水産業費
10億8千万円

Okinoshima5

◎ふるさと教育推進事業（小中学校）[460万円]
◎観光関連中小企業制度融資支援事業[220万円]
◎貝の王国推進事業[350万円]
◎観光・防災Wi-fiステーション整備事業[3,963万円]
◎Uターン促進制度[990万円]

農林水産業費　　1０億円８千万円

■主な新規事業
◎大谷牧野整備事業[3,531万円]
■その他主要事業
◎離島漁業再生支援事業（漁業集落交付金）[1億1,151万円]
◎箕浦牧野整備事業[8,017万円]
◎漁港整備事業（布施ほか） [7,742万円]
◎森林病害虫防除事業[4,295万円]

教育費　　12億円

■主な新規事業
◎西郷小学校グラウンド整備事業[5,150万円]
■その他主要事業
◎温水プール改修事業[1億8,860万円]
◎小中学校運営費(11校) [2億4,592万円]
◎学校給食運営費[1億5,455万円]
◎社会教育施設管理運営費（文化会館他）【1億750万円]

衛生費　　１５億８千万円

■主要事業
◎隠岐病院運営支援費[5億9,606万円]
◎ごみ処理施設運営費[2億5,470万円]
◎水道事業運営支援費（水道会計への繰出金）[2億448万円]
◎診療所(6施設)運営支援費[8,809万円]
◎し尿処理施設運営費[9,434万円]

民生費　　34億４千万円

■主要事業
◎私立・公立保育所、公立認定こども園運営費[8億6,254万円]
◎障がい者福祉サービス事業[5億1,253万円]
◎介護保険事業支援費[3億7,476万円]
◎国民健康保険・後期高齢者医療保険支援費[4億748万円]
◎老人ホーム等運営費[2億4,383万円]

総務費　　2１億１千万円

■主な新規事業
◎油井集会所建設事業[3,046万円]
■その他主要事業
◎レインボーJET運航支援費[1億8,183万円]
◎情報処理システム維持管理費[1億1,631万円]
◎定住対策事業（奨学金貸与ほか）[5,116万円]
◎全国離島交流中学生野球大会開催費負担金[4,150万円]

土木費　　１９億５千万円

■主な新規事業
◎都市公園整備事業（総合体育館太陽光パネル設置）[2,800万円]
■その他主要事業
◎道路整備事業（中町中条線ほか）[8億1,252万円]
◎下水道事業推進費（下水道会計への繰出金）[3億9,574万円]
◎町営住宅建設事業（向山団地ほか）[1億6,170万円]

安定した雇用の創出　　4,454万円

◎木質ペレット製造設備整備事業[3,000万円]
◎島の木利用拡大推進事業[398万円]
◎漁港整備事業（基本設計）[100万円]
◎水産加工場建設調査事業[956万円]

時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守る
とともに地域と地域を連携する　　5,700万円

◎隠岐の島町航路旅客運賃助成事業[5,700万円]

若い世代の結婚・出産・子育ての
　　　　 希望をかなえる　　1億8,382万円

◎島で結婚推進事業補助金[120万円]
◎修学旅行補助金（制度拡充）[225万円]
◎中学生各種大会参加補助金（制度拡充）[1,200万円]
◎漁村公園遊具改修事業[300万円]
◎がんばれ島のキッズ島外遠征補助金（制度拡充）[537万円]
◎保育料軽減事業（歳入）[1億6,000万円]

■お問い合わせ先
　　役場企画財政課財政係　電話２‐８５６６

歳出
（目的別）

ここでは、一般会計当初予算のうち、「地方創生の実現を目指すための事業」を基本目標別にご紹介します。



本　　庁

平成２８年４月１日現在

（　　）は兼務　　〈　　〉は再任用　 〔　　〕は隠岐広域連合からの人事交流職員

町長 ： 松田和久　  副町長 ： 池田　高世偉　   教育長 ： 山本和博

上下水道課
☎2-0192（上水道）
☎2-8576（下水道）

建設課
☎2-8564

農林水産課
☎2-8563

定住対策課
☎2-8570

田中秀喜

藤木正英

山﨑龍一

佐々木千明

技術管理担当
上水道施設係
下水道施設係
業務係

増本直行
堀川秀樹
日野利幸

農林振興係

農林水産施設係
水産振興係

山根　淳
藤野　一
岸本則和
齋藤和幸

土木係
管理住宅係

田中文男
石田　傑

松林茂生　　永海清人      増原　香
山本幸子　　齋藤　靖　　西尾正平      〈岳野宇一〉
（松林茂生）
半田耕一      小中恵吾      坂本忠司      池田邦彦      藤田耕作
前田和信      藤川輝貴      堀江　航      西森壮宏
坂田真司      小室鉄平      長田正勝      田中慎也

鳥井　登
定住対策係
商工労働係

村上克樹
井﨑里惠子

黒川直照
山根弘行　　石川愛美
中西賢一      坂本　忠      坂口　武      高梨智昭

藤田将之     吉田伴也      森田里奈
西岡武志　　山本　俊

観光課
☎2-8575

福祉課
☎2-8561

出納室
☎2-8567

税務課
☎2-8574

町民課
☎2-8560

保健課
☎2-8562

池田賢一
（会計管理者）

吉田　隆
観光振興係
交通交流係

宇野慎一
橋本博志

佐藤智樹　　前田隼人　　前川文吾　　野津千晶
松田隆志      村上和幸      若本春菜

児童福祉係 中嶋洋子

地域福祉係
生活支援係

納税推進係
戸籍住民係
国保年金係

健康係

訪問看護係

住民税係

出納係

固定資産係
小中　静
若林英明
木瀬高宏

仕立ひろみ

齋藤文子

吉田明美

脇　幸子

田中　挙

中村恒一
茶山　宏

安部　淳　　　〔松浦豊多〕
野津寿天　　藤田留美　　山木久恵
池本繁樹

高齢者福祉係
包括支援センター

広江和彦
大庭享子

築谷　清　　野津久美
青田和恵　　松井弘樹

和田貴弘
長谷川正明　井奥清美　　松井みどり 小林広美
日野よし美　田崎幸雄　　前田靜香 金田　緑　　石田拓也
岩本清徳　　濱田ちはる　和田玉美 岸本幸子　　家島洋子
渡部真澄　　高村智重子　三島裕子　　石井知葉
藤野千秋　　原　あずさ

島根美香　　木田隆宏　　常角幸平

池田祐也

渡邊　守 　 上川　清　　滝本一雅 的地香於里

長田　栄

池田茂良

名越玲子

平田芳春

（平田芳春）医師招聘担当

都万保育所 立川美佐恵
（所長） 岩水あやめ   大槻　綾      築谷和美      河田敏美      黒澤理津香

ごか保育園 齋賀真由美
（園長）

吉田穂子　　角脇泰子　　吉田さずき　齋藤果林　　坂根流美
中上良子　　中井直子　　舩田一美

中村保育園 重栖菊枝
（園長） 齋藤瑞樹　　井上よしみ　　佐竹瑞穂　　重栖聡子

下西保育所 新　珠乃
（所長）

船田祥子　　灘　由美　　安部やすえ　　廣間美和　　佐藤さゆり
齋賀千春　　有田裕子　　兒島かおる

原田認定こども園 岩水美千恵
（園長）

村上利恵子　谷田光代　　石橋香織　　上川充恵　　黒川美保
吉山佐織　　宮西鏡子　　平木裕子　　平井弘子

企画財政課
☎2-8566

大規模事業課
☎2-8580

渡部　誠

総務課
☎2-2111 大庭孝久

議会事務局
☎2-8568

野津浩一

堤　可奈子　　是津隆将　　永海有希
奥元次郎　　砂川祐一　　笠根純平

藤原時造　　齋賀千春

玉木清司　　大上達也

吉田　努　　木村武司　　堤　彩香

井﨑　宏 　 忌部正英      藤田志生 井川　笑      村上厚子
村井法子

係　　　員 

管財係 高梨勇光
財政係 石田寛弥
企画調整係 和田美由貴

金井和昭職員係

消防防災係

事業推進係

井上朋張

村上和久

広報広聴係

竹島対策係
危機管理室
竹島対策室

野津千秋行政係

（野津浩一）

（吉田篤夫） （忌部正英）
（吉田篤夫）

議事調査係
田中順子庶務係

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

隠岐の島町の新組織と職員を紹介します隠岐の島町の新組織と職員を紹介します

吉田篤夫

河北尚夫
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環境課
☎2-8565 藤川芳人

生活環境係

清掃施設係 原　秀人

松岡利和
石橋忠夫      寺下勝森      藤田恵司 尾崎正和      若林謙二
吉田拓矢      齋藤貴司      塚根幸男 石橋元気      松江純子

柳原　潔      村上信也

齋藤恭平      小村誠貴      川崎　竜

（高村千枝）　(吉田美有)

布施支所

布施支所
☎7-4311

大上一郎

係　　　員 

竹本　久地域振興係

布施診療所
☎7-4346

（松下耕太郎）
（金坂寿江）

（中村恵美子）

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

係　　　員 係　名所属長課  名 課長補佐・係長

齋藤清一　　泉　秀幸　　八幡貴之　　八幡秀朋

清水まみゑ　　坂本さつき

五箇支所

五箇支所
☎5-2211

増原和彦

係　　　員 

金坂賢一

三村久美恵

地域振興係

五箇診療所
☎5-2005 川﨑利博

灘　　進

五箇歯科診療所
☎5-2301 江川正義

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

齋藤　慎      高宮鋼志      藤野さとみ 森田洋平

田中博野      池田真美

都万支所

都万支所
☎6-2311

春木茂正

森　幸三

係　　　員 

佐々木義直地域振興係

都万診療所
☎6-2025

常平広志
赤田栄美

都万歯科診療所
☎6-2858 （江川正義）

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

澤尾夢花

高村千枝　　吉田美有

中出張所

中出張所
☎4-0002

大西　裕

係　　　員 

和田まち子地域振興係

中村診療所
☎4-0011 松下耕太郎

中村恵美子
金坂寿江

（西郷）池田美紀　 （中条）高梨みゆき　 （有木）山田智代      （磯）松葉真由美
（五箇）河田晶子　　（都万）高井信人
（西郷）佃　博美 　（西郷南）吉山ちとせ　（五箇）堀川和美　　（都万）村上章子

隠岐の島町立小学校 施設管理員

隠岐の島町立中学校 施設管理員

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

森田健一      村尾　駿      山下隼人

隠岐の島町教育委員会

総務学校教育課
☎2-2206

八幡　哲

中央公民館☎2-0003 高宮　操

（八幡　哲）

布施公民館☎7-4314
五箇公民館☎5-9011
都万公民館☎6-2273

給食センター☎2-2283

係　　　員 

生涯学習課
☎2-2126

隠岐世界ジオパー
ク推進協議会駐在

中林　眞

野邉一寛

近藤勝志社会教育係
野津哲志      岩崎ことい曽我部一彦文化振興係

米津泰樹      室﨑純平砂本　進総務係
長田寿幸      藤野真一郎大西洋二学校教育係

満田弘之学習振興係（五箇）
村上静夫学習振興係（都万）

安部正和高平重也学習振興係（中央）
上野　悟学習振興係（布施）

日下祐志

係　名所属長課  名 課長補佐・係長

派遣
隠岐の島町観光協会 濱田　勉

齋藤英典
松岡隆介

隠岐広域連合立隠岐病院
自治労島根県本部
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隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　

 

電
話
２‐
２
２
０
６（
代
表
）

　

２
月
27
日
、「
第
５
回
ク
ヌ
ギ
の
森
に

あ
る
も
の
」が
開
催
さ
れ
、約
50
名
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、午
前
中
に
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

と
お
に
ぎ
ら
ず
作
り
を
行
っ
た
あ
と
、午

後
か
ら
は
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、親
子
で
協
力
し
、

色
鮮
や
か
な
キ
ャ
ン
ド
ル
や
、大
き
く
て

美
味
し
そ
う
な
、お
に
ぎ
ら
ず
を
完
成
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
で
は
子
供
た
ち
に
負
け
な

い
く
ら
い
保
護
者
も
奮
闘
し
、大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
、島
根
県
立
石
見
武
道
館

で
開
催
さ
れ
た
、第
36
回
全
国
少
年
柔

道
大
会
島
根
県
予
選
団
体
に
お
い
て
、隠

岐
の
島
町
内
の
柔
道
ク
ラ
ブ「
隠
岐
柔
友

会
」が
見
事
、優
勝
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、５
月
５
日（
木
）に
講

道
館（
東
京
都
）で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
、島
根
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。主
将
を
務
め
る
中
西
孝
介
さ
ん（
西

郷
小
５
年
生
）は
、「
他
の
選
手
よ
り

も
、声
を
出
し
、汗
を
か
い
て
が
ん
ば
り

た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

現
在
、大
会
に
向
け
て
、練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
の
で
、皆
様
の
温
か
い
ご
声
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
５
回
ク
ヌ
ギ
の
森
に
あ
る
も
の

第
36
回
全
国
少
年
柔
道
大
会
に

出
場
決
定　

隠
岐
柔
友
会

写
真
上
：
冷
却
中
の
キ
ャ
ン
ド
ル

写
真
下
：
お
に
ぎ
ら
ず
作
り
の
様
子

１
．大
綱
の
策
定
に
あ
た
っ
て

○
大
綱
策
定
の
背
景

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
」の
改
正
に
伴
い
、同

法
第
１
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、町
長
は
、そ
の
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
教
育
、学
術
及
び
文
化
振
興
に
関

す
る
総
合
的
な
施
策
の
大
綱
を
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
綱
の
位
置
付
け

　

こ
の
大
綱
は
、隠
岐
の
島
町
総
合
振

興
計
画
に
定
め
る
基
本
目
標
の
達
成

に
向
け
、教
育
分
野
の
基
本
目
標
、重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
基
本
方
針
を

示
す
も
の
で
す
。

○
大
綱
の
対
象
期
間

　

総
合
振
興
計
画
の
対
象
期
間
に
あ

わ
せ
、平
成
28
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
４
年
間
を
対
象
期
間
と
し

ま
す
。

○
大
綱
に
基
づ
く
教
育
行
政
の
推
進

　

本
大
綱
に
掲
げ
る
基
本
目
標
、基
本

方
針
に
基
づ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
を
具
現

化
す
る
た
め
に
既
存
の
基
本
計
画
の

見
直
し
や
新
た
な
基
本
計
画
の
策
定

を
行
ま
す
。

２
．基
本
目
標

　

島
を
愛
す
る
隠
岐
び
と
を
育
て
る

３
．基
本
方
針

（
１
）「
隠
岐
び
と
を
育
む
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
」

（
２
）「
隠
岐
び
と
が
学
び
集
う
学
習
環

境
の
創
出
」

（
３
）「
か
け
が
え
の
な
い
歴
史
と
文
化

を
未
来
へつ
な
ぐ
」

４
．基
本
施
策

①
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

②
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
心
身
を
育

　

む
教
育
の
推
進

③
ふ
る
さ
と
への
愛
着
と
誇
り
を
育
む

　

教
育
の
推
進

④
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と

　

学
び
を
支
え
る
教
育
の
推
進

⑤
教
育
環
境
の
整
備
の
推
進

⑥
県
立
学
校
と
の
連
携
推
進

隠岐びとを育む学校・家庭・
地域の連携

①
住
民
が
生
き
が
い
を
見
出
す
た
め

　
の
生
涯
学
習
の
推
進

②
地
域
を
高
め
る
人
材
育
成
の
推
進

③
住
民
が
自
主
的
に
学
習
で
き
る
環

　

境
の
創
出

④
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
生
涯

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

隠岐びとが学び集う
学習環境の創出

①
文
化
財
の
調
査
・
研
究
と
の
保
護
の

　

推
進

②
文
化
財
括
用
の
推
進

③
文
化
・
芸
術
活
動
振
興
の
推
進

かけがえのない歴史と
文化を未来へつなぐ

隠岐柔道友会の皆さん。出場選手は前から
３列目に並ぶ６名です。

教
育
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
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　今年は、幕末～明治にかけて活躍した隠
岐出身の儒学者・中沼了三の生誕200年目
の節目の年を迎えます。
　これを記念し、本館が所蔵する孝明天皇
御下賜椀や山科宮
御下賜硯などを中心
に、了三ゆかりの品々
を展示します。

期間：5月13日（金）
　　　～6月30日（木）
場所：図書館展示
　　　コーナー

中沼了三　生誕200年展中沼了三　生誕200年展

　5月29日（日）は図書館を午後９時まで開
館し「よるとしょ」を開催します。
　当日は「今さら聞けない？ジオパーク！」を
テーマに講演会＆意見交換会や、としょカ
フェなどを企画しています。
　皆様お誘いあわせの上、ご来館下さい。
時間：講演会＆意見交換会
　　　　　午後7時～8時30分
　　 としょカフェ　午後6時～9時

よるとしょを開催しますよるとしょを開催します

　ゴールデンウィーク期間も通常通り午前10時
から午後6時まで開館いたします。
　また、5月の休館日は2日（月）、9日（月）、15日
（日）、16日（月）、23日（月）、30日（月）です。
ご利用の際はお気をつけ下さい。

ＧＷも通常通り開館しますＧＷも通常通り開館します

中沼了三肖像画

　

平
成
27
年
度
に
、文
化
・ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童
生
徒

に
対
し
、表
彰
を
行
い
、表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

〇
表
彰
者
一
覧（
学
校
・
学
年
・
部
門
等
）

　
・
齋
藤
華
子（
西
郷
小
５
年
・
科
学
）

　
・
齋
藤
凛
子（
西
郷
小
５
年
・
科
学
）

　
・
小
平
健
太（
西
郷
小
２
年
・
柔
道
）

　
・
要
戸
奏
風（
西
郷
小
４
年
・
柔
道
）

　
・
吉
塚
颯
太（
西
郷
小
４
年
・
水
泳
）

　
・
藤
野　

令（
西
郷
小
５
年
・
水
泳
）

　
・
高
梨
紗
知（
西
郷
小
５
年
・
水
泳
）

　
・
安
部
凱
生（
西
郷
小
６
年
・
剣
道
）

　
・
齋
藤
愛
美（
西
郷
小
６
年
・
水
泳
）

　
・
原
明
日
香（
西
郷
小
６
年
・
水
泳
）

　
・
藤
田
拓
夢（
西
郷
小
６
年
・
柔
道
）

　
・
西
藤
心
彩（
有
木
小
２
年
・
柔
道
）

　
・
村
上
佳
汰（
磯
小
２
年
・
水
泳
）

　
・
坂
田
秀
太（
五
箇
小
２
年
・
柔
道
）

　
・
吉
田
一
向（
五
箇
小
６
年
・
水
泳
）

　
・
大
濱
成
聖（
都
万
小
３
年
・
水
泳
）

　
・
松
井
光
次（
西
郷
中
３
年
・
相
撲
）

　
・
山
下
夏
希（
西
郷
南
中
１
年
・
弁
論
）

　
・
大
野　

達（
西
郷
南
中
３
年
・
相
撲
）

　
・
五
箇
ミ
ラ
ク
ル
ズ（
団
体
・
野
球
）

児
童
生
徒
を
表
彰
〜
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
表
彰
〜

児
童
生
徒
を
表
彰
〜
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
表
彰
〜

都万小学校

西郷南中学校

磯小学校

西郷小学校

西郷中学校

五箇小学校

有木小学校五箇ミラクルズ
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まちのできごと
2/28

伝
統
芸
能
の
継
承
と
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　

隠
岐
乃
国
伝
統
芸
能
祭

　

隠
岐
の
各
地
区
の
神

楽
が
一
堂
に
会
す
る
公

演「
隠
岐
乃
国
伝
統
芸

能
祭
」が
、隠
岐
島
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

隠
岐
の
島
町
と
西
ノ

島
町
の
神
楽
保
存
会
７

団
体
が
、各
地
区
で
奉

納
さ
れ
て
い
る
神
楽
10

演
目
を
披
露
し
、来
場

者
の
皆
さ
ん
は
、伝
統

芸
能
の
魅
力
を
堪
能
し

ま
し
た
。

久見神楽保持者会による演目「八神」

3/6

本
気
で
物
事
に
取
り
組
む
こ
と

　
　
　
　
　

       

家
庭
教
育
講
座

　

元
開
星
高
校
野
球
部
監
督
で
、現
在
教

育
評
論
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
、野
々
村

直
通
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
私
の
強
育
論
」

と
題
し
た
講
演
会
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
教
員
生
活
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
若
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
、迫
力
あ
る
中

に
も
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
お
話
し
い
た

だ
き
、受
講
者
の

皆
さ
ん
は
、お
話

に
引
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

講演会の様子

3/13

観
光
の
発
展
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　

観
光
祈
願
祭

　

今
季
の
、観
光
産
業
の
発
展
や
島
内

観
光
の
安
全
を
祈
願
す
る
、観
光
祈
願

祭
が
隠
岐
モ
ー
モ
ー
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

祈
願
祭
で
は
、

祭
事
の
ほ
か
、民

謡
の
披
露
や
、牛

突
き
大
会
が
行

わ
れ
、会
場
は
、

来
場
者
や
関
係

者
の
皆
さ
ん
で

に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

牛突き大会の様子牛突き大会の様子

3/21

運
動
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
交
流

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ア
リ
ー
ナ
開
放
事
業

3/28

新
春
の
弓
引
き
行
事

　
花
生
神
社
祭
礼
風
流
百
手
的
神
事

　

隠
岐
の
島
町
総
合
体
育
館
を
無
料
開
放

す
る
事
業
が
開
催
さ
れ
、親
子
連
れ
な
ど

約
１
８
０
名
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。跳

び
箱
、鉄
棒
な
ど
の
体
操
コ
ー
ナ
ー
や
、卓

球
、縄
跳
び
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、楽
し
く
汗

を
流
し
ま
し
た
。

トランポリン、マット運動を楽しむ
子どもたち

役主を務めた藤川卓士さん（写真左）と竹林諒さん（写真右）

3/27

古
民
家
で
幻
想
的
な
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
郷
今
津
神
楽
公
演

　

東
郷
及
び
今
津
地
区

の
神
楽
保
存
会
の
方
々

に
よ
る
神
楽
公
演
が
、

釜
地
区
の
佐
々
木
家
住

宅（
国
の
重
要
文
化
財
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
あ
る
古
民
家

で
、神
楽
４
演
目
が
披

露
さ
れ
、約
80
名
の
来

場
者
の
皆
さ
ん
は
、隠

岐
独
特
の
神
楽
に
、見

入
って
い
ま
し
た
。

演目「一番立て」の様子

3/13

伝
統
の
味
に
舌
鼓

　
　
　
　
　

                      　

隠
岐
そ
ば
祭
り

　

毎
年
恒
例
の「
隠
岐

そ
ば
祭
り
」が
、役
場

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、隠
岐
独
特
の
伝
統

的
な
そ
ば
の
味
を
満
喫

し
ま
し
た
。

屋台の前にできた長い行列

子どももおいしそうに
食べていました

　津戸地区の伝統行事、花生神社祭礼風
流の「百手的神事」が、津戸漁港で行われま
した。２人の役主が、矢を放つと、大きな歓声
が上がりました。

　津戸地区の伝統行事、花生神社祭礼風
流の「百手的神事」が、津戸漁港で行われま
した。２人の役主が、矢を放つと、大きな歓声
が上がりました。
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清掃活動で拾われたゴミ。空き缶が大半を占めています。

　

納
税
は
国
民
の
三
大
義
務
で
あ
り
、

滞
納
し
た
場
合
に
は
、強
制
的
に
徴
収

を
行
う
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

町
税
の
場
合
も
、納
付
が
一
定
期
間

滞
っ
た
場
合
は
、滞
納
さ
れ
た
方
の
財

産
の
差
押
え
を
行
い
、税
金
に
充
て
さ

せ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

滞
納
者
の
財
産
の
調
査
や
捜
索
な
ど

を
行
い
、財
産
が
あ
る
の
に
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、差
押
え
を
執
行
し
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
27
年
度
中
の
差
押
え
状

況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
給
与　

３
件

●
普
通
自
動
車　

１
件

●
軽
自
動
車　

３
件

　

町
税
等
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、滞

納
に
な
ら
な
い
よ
う
期
限
内
納
付
に
努

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、滞
納
へ
の
法

的
な
処
分
に
つ
き
ま
し
て
、ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
納
税
推
進
係

　
　
　
　
　
　

  　

電
話
２-

８
５
７
４

町
税
等
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

町
内
の
道
路
脇
や
、空
き
地
な
ど
い

た
る
と
こ
ろ
で「
空
き
缶
」や「
吸
い
殻
」

な
ど
、ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
見
か
け
ら
れ

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、

清
掃
活
動
で
も
、ほ
と
ん
ど
の
ゴ
ミ
が
ポ

イ
捨
て
に
よ
る
空
き
缶
な
ど
で
す
。

　

一
部
の
心
な
い
人
に
よ
る
、こ
う
し
た

行
為
が
、町
の
美
観
を
損
ね
環
境
を
汚

染
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

　

ポ
イ
捨
て
を
や
め
、美
し
い
町
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う

Part53
Part53

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
・

早
期
治
療　
　
　
　
　
　

■
働
き
盛
り
の
方
々
の
が
ん
死
亡
率
が

高
い
隠
岐
の
島
町

　

が
ん
に
か
か
る
人
の
約
３
割
は
、40
〜
64

歳
の
働
き
盛
り
世
代
で
す
。隠
岐
の
島
町

で
は
、島
根
県
と
比
べ
、全
体
的
に
が
ん
死

亡
率
が
高
く
、特
に
男
性
の
肺
が
ん
に
よ

る
死
亡
率
が
高
い
状
況
で
す
。

■
が
ん
検
診
を
う
け
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、国
保
医
療
費
に
お
け
る
、が
ん

治
療
の
割
合
が
、最
も
高
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、が
ん
検
診
の
受
診
率
は
低
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
の
機
会
は
、町
が
実

施
す
る
検
診
、事
業
所
健
診
の
中
で
の
検

診
、人
間
ド
ッ
ク
で
の
検
診
な
ど
多
数
あ

り
ま
す
。一
番
受
け
や
す
い
機
会
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。無
症
状
の
時
の
検
診
の
受

診
で
早
期
に
発
見
し
、早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、身
体
的
、精
神

的
、経
済
的
、社
会
的
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な

く
て
済
み
ま
す
。

■
な
ぜ
定
期
的
な
検
診
が
必
要
な
の
か
？

　

１
個
の
が
ん
細
胞
は
、10
〜
15
年
か
け

て
１㎝
程
度
に
な
り
ま
す
。そ
れ
以
降
は
、

加
速
的
に
成
長
し
、１
㎝
の
が
ん
が
２
㎝
に

な
る
の
に
か
か
る
期
間
は
、わ
ず
か
一
年
半

で
す
。こ
の
１
〜
２
㎝
の
が
ん
を
早
期
が
ん

と
い
い
、早
期
が
ん
の
う
ち
に
が
ん
を
発
見

す
る
に
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
町
の
が
ん
検
診
以
外
で
、検
診
や
検
査

を
受
け
て
お
ら
れ
る
皆
様
へ

　

役
場
保
健
課
で
は
、町
の
が
ん
検
診
以

外
で
、検
診
や
検
査
を
受
け
た
方
の
情
報

も
集
約
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、検
診
受
診

率
の
向
上
を
目
的
に
、が
ん
検
診
の
個
別

受
診
勧
奨
や
検
診
実
施
体
制
の
整
備
に

活
用
す
る
た
め
で
す
。

　

左
記
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
方
は
、受

診
さ
れ
た
こ
と
を
保
健
課
ま
で
お
知
ら
せ

下
さ
い
。又
、お
勤
め
の
方
は
、事
業
所
を

通
し
て
情
報
の
提
供
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
事
業
所
健
診
で
が
ん
検
診
を
受
診

②
人
間
ド
ッ
ク
で
が
ん
検
診
を
受
診

③
医
療
機
関
で
、が
ん
検
診
相
当
の
検
査

を
受
診

　

提
供
さ
れ
た
情
報
は
、適
切
に
管
理

し
、目
的
外
使
用
は
し
ま
せ
ん
。町
民
の

皆
様
の
が
ん
検
診
受
診
状
況
の
正
確
な
把

握
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

が
ん
検
診
の
詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、又
は
４
月
配
布
の
が
ん
検
診
の
お
知

ら
せ
及
び
通
知
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　

 

電
話
２-

８
５
６
２

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　

  　

電
話
２-

８
５
６
５



　

今
春
、町
内
の
県
立
高
校
と
国
立
大
学

を
卒
業
し
、自
衛
隊
に
入
隊
す
る
２
名
の

隠
岐
の
島
町
出
身
者
の
方
々
の
激
励
会

が
、３
月
４
日
に
、隠
岐
島
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
会
で
は
、入
隊
予
定
者
の
ご
家
族
、

出
身
校
校
長
、自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
長
な
ど
が
出
席
し
、入
隊
予
定
の
方
々

の
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

写
真
は
、激
励
会
に
参
加
し
た
入
隊
予

定
者
。写
真
左
か
ら
、金
坂
尚
吾
さ
ん（
鳥

取
大
学
卒
・
海
上
自
衛
隊
）、吉
本
空
さ
ん

（
隠
岐
高
校
卒
・
陸
上
自
衛
隊
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
観
光
課
観
光
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

    

電
話
２-

８
５
７
５

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隠
岐
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
３
５
１

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
に

つ
い
て

ク
ロ
ベ
変
木
の
寄
贈
に
つ
い
て

　

ヒ
ノ
キ
科
の
常
緑
針
葉
樹
、ク
ロ
ベ
の
変

木
が
、工
房
タ
カ
ナ
シ
代
表 

高
梨
亘
さ

ん（
有
木
地
区
）か
ら
、隠
岐
の
島
町
へ
寄

贈
さ
れ
、３
月
３
日
に
隠
岐
自
然
館
で
寄

贈
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ベ
は
、通
常
、高
山
帯
に
分
布
す
る

植
物
で
す
。隠
岐
の
よ
う
な
低
地
に
生
息

し
て
い
る
の
は
、大
変
珍
し
く
、詳
し
い
原

因
は
、ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。ク
ロ
ベ
の

分
布
は
、隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
独
自
の

生
態
系
を
代
表
す
る
一つ
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
変
木
は
、高
梨
さ
ん
が
、

布
施
地
区
の
南
谷
で
拾
っ
て
磨
い
た
も
の

で
、隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

を
受
け
て
、平
成
28
年
２
月
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

高
梨
さ
ん
は
、「
お
さ
ま
る
べ
き
所
に

お
さ
ま
っ
た
気
が
す
る
。皆
さ
ん
に
是
非

触
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

高梨亘さんとクロベの変木
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う
！
」と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、海
士
町
の
隠
岐
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
で
知
夫
村
の
魅
力
に
つ
い
て

学
ん
だ
後
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
、Ｐ
Ｒ

動
画
の
作
り
方
を
練
習
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
知
夫
村
へ
移
動
し
、前
日
学

ん
だ
技
術
を
生
か
し
て
、Ｐ
Ｒ
動
画
を
撮

影
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、「
牛
を
育

て
る
」、「
赤
壁
」、「
松
養
寺
」、「
皆
一
太

鼓
」、「
赤
ハ
ゲ
の
牧
畑
石
垣
」な
ど
、8
つ
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、地
域
の
方
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

寒
い
中
、屋
外
で
の
撮
影
は
大
変
で
し

た
が
、生
徒
の
皆
さ
ん
が
地
元
の
人
と
交

流
し
、初
め
て
知
る
知
夫
村
の
魅
力
に
触

れ
て
、楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
す
る
時
間
は
わ
ず

か
で
し
た
が
、生
徒
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た

動
画
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、知
夫
村
の

魅
力
を
伝
え
る
楽
し
い
作
品
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
２
日
間
で
、他
校
の
生
徒
や
地
域

の
人
と
交
流
や
、隠
岐
に
い
る
外
国
人
と

の
、英
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
頑
張
っ
た
、生
徒
の
皆
さ
ん
を
見
て
、

私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
り
、日
本

だ
け
で
な
く
世
界
の
人
に
も
隠
岐
の
魅
力

を
伝
え
る
力
を
高
め
て
い
け
ば
、す
ば
ら

し
い
未
来
が
作
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

●
隠
岐
の
高
校
生
が
ジ
オ
パ
ー
ク
を

テ
ー
マ
に
英
語
合
宿
！

　

第
1
回
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
英
語
キ
ャ
ン
プ

が
3
月
12
日
と
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。隠
岐
島
内
に
勤
務
す
る
A
L
T
と
国

際
交
流
員
、高
校
の
先
生
が
講
師
と
な
り
、

隠
岐
島
前
高
等
学
校
の
生
徒
15
人
と
隠

岐
高
等
学
校
の
生
徒
16
人
の
生
徒
が
、

２
日
間
の
英
語
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
英
語
キ
ャ
ン
プ
は
、「
知
夫
里

島
の
魅
力
を
外
国
人
に
宣
伝
し
て
み
よ

33

今
回
は
高
校

生
の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
取
り
組

み
を
取
材
し

ま
し
た
。

第
1
回　

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
英
語
キ
ャ
ン
プ
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隠
岐
の
島
町
土
地
開
発
公
社
の

解
散
に
つ
い
て

　

隠
岐
の
島
町
土
地
開
発
公
社
は
、３
月

31
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の

で
、そ
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

土
地
開
発
公
社
は
、地
域
の
秩
序
あ
る

整
備
と
、住
民
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、昭
和
48
年
に
旧
西
郷
町
、都
万
村

及
び
五
箇
村
で
設
立
さ
れ
、町
村
に
代
わ
っ

て
計
画
的
な
用
地
の
取
得
、管
理
、処
分
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。平
成
16
年
10
月
に
は
、

町
村
合
併
に
よ
り
、隠
岐
の
島
町
土
地
開

発
公
社
と
な
り
、そ
の
業
務
を
継
承
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、平
成
17
年
以
降
は
、用
地
の
先

行
取
得
は
な
く
な
り
、今
後
も
公
社
に
よ

る
用
地
先
行
取
得
は
見
込
め
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、本
来
の
役
割
並
び
に
目
的

は
達
成
し
た
も
の
と
判
断
し
、町
議
会
の

議
決
と
、島
根
県
知
事
の
認
可
を
経
て
、平

成
27
年
度
末
を
も
っ
て
、同
公
社
を
解
散

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

清
算
期
間
は
、平
成
28
年
４
月
か
ら
９

月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

　

公
社
役
員
が
清
算
人
と
な
り
、債
権
の

申
出
の
催
告
を
行
っ
た
後
、残
余
財
産
は
、

公
社
定
款
に
基
づ
き
隠
岐
の
島
町
に
帰
属

さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。。

隠
岐
の
島
町
新
規
採
用
・
人
事

交
流
職
員
紹
介

　

平
成
28
年
４
月
１
日
に
採
用
と
な
っ

た
10
名
の
職
員
と
、隠
岐
広
域
連
合
と

の
人
事
交
流
に
よ
り
着
任
と
な
っ
た
１

名
の
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　

    

電
話
２-

８
５
６
６

森
田　

里
奈　
（
農
林
水
産
課
）

も
り  

た         

り   

な

　

一
日
も
早
く
町
民
の

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
進
い
た
し
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

西
森　

壮
宏　
（
上
下
水
道
課
）

に
し 

も
り      

ま
さ
ひ
ろ

　

幼
少
期
に
お
世
話
に

な
っ
た
隠
岐
で
働
く
こ
と

が
で
き
、嬉
し
く
思
い
ま

す
。住
民
の
皆
さ
ま
の
役

に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

若
本　

春
菜　
（
観
光
課
）

わ
か
も
と　
　

 

は
る 

な

　

一
つ
一
つ
、一
日
一
日

を
大
切
に
し
な
が
ら
隠

岐
の
島
町
、そ
し
て
町
民

の
皆
さ
ま
と
向
き
合
っ
て

い
き
た
い
で
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

松
浦　

豊
多　
（
福
祉
課
）人
事
交
流

ま
つ
う
ら      

と
よ
か
ず

　

福
祉
の
仕
事
に
関
わ
れ

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。町
民
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

坂
本　

さ
つ
き　
（
五
箇
診
療
所
）

さ
か
も
と

　

育
児
の
た
め
し
ば
ら
く

看
護
職
を
離
れ
て
い
た
の

で
、色
々
と
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す

が
、先
輩
方
を
見
習
い
少

し
で
も
早
く
貢
献
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

岩
崎　

こ
と
い

い
わ
さ
き

　

文
化
財
を
通
じ
隠
岐

の
島
町
へ
と
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

堤　

彩
香　
（
総
務
課
）

つ
つ
み            

あ
や 

か

　

隠
岐
の
島
町
職
員
と

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

田
中　

慎
也　
（
上
下
水
道
課
）

た 

な
か       

し
ん 

や

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で

は
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か

ら
知
識
と
経
験
を
し
っ
か

り
と
積
み
、少
し
で
も
町

民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
、一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。

藤
野　

真
一
郎

ふ
じ  

の       

し
ん
い
ち
ろ
う　

こ
の
島
に
住
ま
わ
れ
て

い
る
人
達
の
笑
顔
を
増
や

す
こ
と
を
目
標
に
、ま
ず

は
目
の
前
に
あ
る
仕
事

と
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

的
地　

香
於
里　
（
税
務
課
）

ま
と  

じ         
か   

お   

り　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
隠
岐
の

島
町
を
目
指
し
、皆
さ
ま

が
豊
か
に
生
活
で
き
る
よ

う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

小
林　

広
美　
（
町
民
課
）

こ
ば
や
し　
　
　
ひ
ろ 

み

　

一
日
で
も
早
く
仕
事

を
覚
え
、住
民
の
方
の
力

に
な
れ
る
よ
う
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
教
育
委
員
会

　
総
務
学
校
教
育
課
）

（
教
育
委
員
会

　
　

生
涯
学
習
課
）



戸
籍
コ
ー
ナ
ー

（
氏 
名
）   　

     （
地
区
）       （
保
護
者
）

川
畑　

す
み
れ　

東
郷       

川
畑　

進
也

齋
藤　

星
奈　
　

下
西　

    

齋
藤　

健
太

元
井　

櫻
子　
　

城
北
町    

元
井　

慶
樹

湊　
　

愛
雪　
　

港
町　

    
湊　
　

努

中
村　

結
望　
　

西
村　

    
中
村　

瑞
夏

前
田　

真
弦　
　

郡　
　

    

前
田　

隼
人

湊　
　

桃
葉　
　

港
町　

    

湊　
　

満

安
部　

雄
飛　
　

南
方　

    

安
部　

一
徳

杉
浦　

亘　
　
　

都
万　
　

 

杉
浦　

祐
太

樋
口　

千
桜　
　

池
田　
　

 

樋
口　

大　
　

ご
誕
生

お
く
や
み

（
氏 

名
） 　

       （
地
区
）       （
年　

齢
）

角　
　

シ
ゲ
子　

津
戸　
　

      

94
歳

藤
野　

朗　
　

  

山
田　
　

 　
　
69
歳

眞
野　

多
加
男  

上
西　
　

      

94
歳

原　
　
モ
ト　

   

元
屋　
　

      

95
歳

眞
野　

薫　
　

  

都
万　
　

      

90
歳

田
中
井　

光
彦  

山
田　
　

      

85
歳

池
田　
コハ
ナ 　

栄
町　
　

      

95
歳

藤
田　

哲
成 　

 

東
町　
　

      

96
歳

山
本　

み
つ
る　

東
町　
　

      

85
歳

小
松　

シ
ゲ
子　
東
町　
　

      

92
歳

村
上　

良
策　
　
今
津　
　
　
　

96
歳

上
田　

重
市　
　
東
郷　
　
　
　

84
歳

山
﨑　

通
典　
　
都
万　
　
　
　

59
歳

※

3
月
31
日
ま
で
の
受
付
分（
敬
称
略
）

せ
い 

な

さ
く
ら
こ

ま 

ゆ
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ゆ  

の

し
ん
げ
ん

も
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ゆ
う 

ひ

わ
た
る
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お

夫 

前
川　

文
吾　
　

城
北
町

妻 

安
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望　
　
　

下
西

ご
結
婚

（
夫 

藤
野　

達
矢　
　

中
町

妻 

曽
田　

奈
緒
子　

西
町

（
夫 

松
浦　

大
介　
　

津
戸

妻 

山
下　

知
沙
佳　

北
方

（
夫 

安
部　

正
和　
　

那
久

妻 

作
田　

か
お
り　

久
見

（

広報「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約6,600世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係
　までお問い合わせください。
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NEW MENU

まつ毛エクステ
　　始めました！

両目   60本～120本まで  4200～8400円
リペア（3週間以内） 前回の施術金額より10％OFF

   オフ　1500円   他店オフ　 2000円

08512-2-0502 　
OPEN 平日 10時・土日祝 9時 火曜定休 （駐車場有り）

★

隠
岐
の
島
町
職
員
退
職
者
一
覧

平
成
28
年
３
月
31
日
付
け

岳
野 

宇
一 　

中
出
張
所
長

阿
部 

眞
澄 　

環
境
課
長

藤
田 

元
春 　

隠
岐
の
島
町
学
校
給
食

                    

セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

脇
田 

孝
代　

 

五
箇
小
学
校

                             

施
設
管
理
員

井
上
ま
ど
か　

総
務
課
主
幹



Okinoshima

隠岐の島町城北町340（隠岐病院前）
　　　電　話　2－3265　営業時間　平日　AM 9:00～PM7:00
　　　F A X　2－3266　（不定休）　日祝　AM10:00～PM6:00

ライフスタイルから
返礼ギフトお任せください
ライフスタイルから
返礼ギフトお任せください

＠5,400円
＠6,480円
＠7,560円

新生活応援フェア

Okinoshima15

テニス・バトミントン ガット
卓球ラバー はり上げ加工 致します
持ち込みもOK！持ち込みもOK！
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平成28年4月1日現在

14,654（－126）人

7,654（－47）人

7,096（－51）

7,000（－79）人

内15歳未満1,693人〔11.6％〕
内65歳以上5,619人〔38.3％〕

増　転入104人 出生 9人 その他0人
減　転出210人 死亡29人 その他0人

5

行政相談　13:00～15:00（隠岐島文化会館）
食育の日  

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

憲法記念日   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
水若酢神社祭礼　神幸祭12:30頃～（水若酢神社）

みどりの日

こどもの日 

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）　
隠岐の島町ノーレジ袋デー

年金相談 13：00～16:00（役場第一会議室） 

年金相談 9：30～12:00（役場第一会議室）

第４６回しげさ踊り　14：00～（西郷港周辺）

第14回とって隠岐スリーデーウォーク　8:30（五箇地区）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）　

第３１回隠岐しげさ節全国大会　12：00～（隠岐島文化会館）

▼
春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

ま
た
、身
の
周
り
の
環
境
が
大
き
く

変
化
し
、何
か
と
慌
た
だ
し
く
な
り

ま
す
。私
も
、桜
や
水
仙
の
花
を
愛
で

る
余
裕
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

▼
さ
て
、今
年
度
最
初
の
取
材
は
、今

号
の
表
紙
を
飾
る「
布
施
の
山
祭
り
」

で
し
た
。山
祭
り
と
い
え
ば
、神
木
に

か
ず
ら
を
巻
き
つ
け
る「
帯
締
め
」
が

有
名
で
す
が
、そ
の
前
日
に
行
わ
れ
る

「
榊
ま
く
り
」
も
独
特
な
催
し
で
す
。

独
楽
の
よ
う
に
組
ん
だ
榊
の
中
に
人

が
入
り
、そ
れ
を
何
人
も
の
男
衆
が

回
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、「
帯
締

め
」
よ
り
も
体
力
を
消
耗
す
る
よ
う

で
、終
わ
っ
た
と
き
に
は
、回
し
た
人

も
回
っ
た
人
も
そ
の
場
に
倒
れ
こ
ん

で
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。▼
話
は

変
わ
り
ま
す
が
、今
年
度
広
報
広
聴

係
で
は
、写
真
だ
け
で
な
く
、動
画
で

隠
岐
の
島
町
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、紹
介

映
像
を
１
年
か
け
て
制
作
す
る
予
定

で
す
。町
の
雄
大
な
自
然
、勇
壮
な
伝

統
行
事
な
ど
を
、動
画
を
通
し
て
、日

本
中
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
の
で
、関
係
者
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｔ・Ｋ
）
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1  日   日

5  日   木
6  日   金
7  日   土
8  日   日

2  日   月

9  日   月

10  日   火

17  日   火

24  日   火
23  日   月

11  日   水
12  日   木
13  日   金
14  日   土
15  日   日

18  日   水

19  日   木

20  日   金
21  日   土
22  日   日

25  日   水
26  日   木
27  日   金
28  日   土
29  日   日

31  日   火
30  日   月

16  日   月

3  日   火

4  日   水

水若酢神社祭礼風流　県指定無形民俗文化財
と　き／5月３日（火）神幸祭 午後12時３０分頃
ところ／水若酢神社（郡）
と　き／5月３日（火）神幸祭 午後12時３０分頃
ところ／水若酢神社（郡）

■お問い合わせ先 ： 教育委員会生涯学習課　電話２－２１２６

第46回　しげさ踊り
と　き／5月14日（土）午後2時～
ところ／西郷港周辺
と　き／5月14日（土）午後2時～
ところ／西郷港周辺

■お問い合わせ先 ： 隠岐の島町観光協会　電話２－０７８７

第31回隠岐しげさ節全国大会

と　き／5月15日（日）正午～
ところ／隠岐島文化会館
と　き／5月15日（日）正午～
ところ／隠岐島文化会館

■お問い合わせ先 ： 役場観光課　電話２－８５７５


